
その他記述 件数

日本イメージング学会 1
日本蛋白質科学会 1
日本糖質学会 1
日本乳酸菌学会　米国癌学会 1
農芸化学会 1

質問4　所属する学会について　＜複数回答可＞　（その他）

1



回答者
番号

その他記述

 記述なし

質問5.　プログラム集冊子のA5判形態について　＜複数回答可＞　（その他）

2



回答者
番号

その他記述

※ 検索時に直前の画面に戻れると良い。
※ 演題にチェックを入れてもマイスケジュールにはセッションごとにしか表示されないところが不便でした。

質問6.　ITシステムについて　＜複数回答可＞　（その他）
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回答者
番号

その他記述

 記述なし

質問7.　会期中に使用された主なITシステムについて　（その他）
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回答者
番号

テーマが偏っている記述

※ 早朝なので仕方ない

質問8.　シンポジウムと特別講演について　＜複数回答可＞　（テーマが偏っている）
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回答者
番号

その他記述

※ すがすがしい朝に、びっくりするような先生の講義が聞きたいです。今回は寝てしまいました。　朝ですし。

質問8.　シンポジウムと特別講演について　＜複数回答可＞　（その他）

6



回答者
番号

その他記述

※ 英語を基本にして、日本語は座長ががんばるという雰囲気を醸成すれば、言語にこだわる必要はないのではと思います。
必然性の問題もあるかなと。　好きに話せばいいじゃないというのが本当のところです。

※ 原則英語　程度にとどめて　日本語も可　とした方が　外国人参加者には分かり易い様な気がした。

質問9.　シンポジウムの使用言語について　（その他）
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回答者
番号

その他記述

 記述なし

質問10.　一般演題について　＜複数回答可＞（その他）
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回答者
番号

その他記述

※ 成立していなかったような気がします。関心があるポスター発表には自分から行きますし。年齢的な問題かもしれません。
口頭発表のながれでポスター発表で直接質問できるような感じがいいのでは？あまりこのあたりの仕組みをいじっても仕
方がないような気がします。

※ 座長制にしても、特に良い点も悪い点も感じなかった。一般の方と変わりを感じなかった。
※ いい制度だと思いますが、議論の途中で座長の方が来て遮られる場面もありました。

質問11.　座長制について　＜複数回答可＞　（その他）
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回答者
番号

その他記述

※ ポスターセッションの始まる前からビールの匂いを漂わせることに抵抗を感じました。また、高校生の口頭発表の横でビー
ルを配っていることに対しても、大人の研究者の中で背伸びをして頑張って発表している未成年達に、申し訳ない気分にな
りました。ミキサースタイルが悪いわけではありませんが、時間帯や取扱いスペースなどを再考すべきと思います。

※ 組織票があるようです。対策が必要と思われます。
※ 照明が暗くて見にくかった。周囲が騒々しくて説明するには大きな声を出さなくてはいけなく、大変だった。

質問12.　ポスター発表について　＜複数回答可＞　（その他）
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回答者
番号

その他記述

※ 今回はリクルートも兼ねての参加のつもりでしたが、手立てが欲しかったです。

質問13.　年会の特別企画について、良かったと思うもの　＜複数回答可＞　（その他）
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回答者
番号

要望・その他記述

※ 今回○○○さんが参戦せず、○○○さんの不戦勝に終わってしまい残念です。　神戸、期待していますとお伝えください。

質問14.　企業展示会・バイオテクノロジーセミナーについて　（要望・その他）　
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回答者
番号

その他記述

 記述なし

質問15.　本年会の規模について　（その他）　
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回答者
番号

その他記述

 記述なし

質問16.　本年の開催形式（単独開催）について　（その他）　
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回答者
番号

合同開催が可能な学会にはどのような学会がありますか記述

※ 現実的ではないと思いますが、日本医学会や日本薬学会。以前に比べて、医療や疾患治療、創薬などを目的に進められ
ている研究が大幅に増えているが、実際とはかけ離れている感がある発表も見うけられます。たまには医療や創薬を身近
に感じられる空間があってもよいのではないでしょうか。

※ 日本癌学会・日本免疫学会・日本エピジェネティクス学会など。分生が強い基礎的な領域と、それを活用して高次元を解明
する学会との開催。特に合同開催の必要は無いが、合同シンポジウムを企画しても良いと思う。分生らしく、ある学会の特
定領域に限定した企画として、基礎と応用、基礎と臨床などで、深い議論を目的としてはどうか？　そこから新しいアイデア
や実験手技の転用・活用、研究の方向性などの芽が出ると面白い。

質問17.　今後の大会の開催形式について　＜複数回答可＞　（合同開催が可能な学会にはどのような学会
がありますか）
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回答者
番号

その他記述

※ 合同開催で知らない分野に触れることも刺激になるが、単独開催で分子生物の知識を深めることも必要と思うので、ここ数
年の、2～3年に一回合同、というペースがちょうど良いと思う。

質問17.　今後の年会の開催形式について　＜複数回答可＞　（その他）
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回答者
番号

意見記述

※ 夜のセッションが多くなってうれしいのですが、朝や夜などの特徴（というか参加者の意識）を図って企画を立案されたほう
がよろしいのではと思います。　昼は発表の聴講なので変わりようがないですが、朝も夜も同じようでは、疲れてしまいそう
です。朝は意識をたかめる広くて大きいな演題、今日も一日がんばれるようなテーマを話してもらいたい。　夜は深くて、重
みのあるような研究テーマをじっくり聞かせてもらいたいです・・・。開催前に、古今東西、誰の話が聞きたいかアンケート
とって見たらいかがでしょうか？あと、ビールはなくてもいいです。

※ 本アンケートの所要時間を配信メイルに記してもらえると助かるし、回答数も増えるのではないか？と思う。

質問18.　その他、年会全般についてのご意見
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